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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期

第２四半期連結
累計期間

第89期
第２四半期連結
累計期間

第88期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 (千円) 2,732,028 2,825,583 5,586,476

経常利益 (千円) 189,565 895,587 1,025,503

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 31,641 681,064 598,046

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △217,815 859,009 473,166

純資産額 (千円) 6,877,665 8,319,859 7,569,765

総資産額 (千円) 15,535,371 16,650,590 15,719,553

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 2.91 62.73 55.08

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 42.8 48.4 46.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 810,853 512,496 1,406,642

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,906,432 △244,927 △2,162,673

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,139,631 △128,294 671,232

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,597,670 1,624,146 1,474,580

 

 

回次
第88期

第２四半期連結
会計期間

第89期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 13.36 20.58
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容について、

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスに対するワクチン接種の進展を背景とし

た経済活動の再開などにより、一部で景気の持ち直しの動きが見られたものの、新型コロナウイルスの感染再拡大

の可能性や世界的な半導体不足、原燃料価格の高騰等、厳しい状況が続いております。

このような厳しい環境の下、東南アジアでは感染拡大に伴う生産活動の制限や、港湾混雑による出荷遅延等も発

生しておりますが、主力であるマレーシア工場の生産体制の維持に取り組んでまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,825百万円（前年同四半期比3.4％増）、営業利益は653百

万円（前年同四半期比37.4％増）、営業外収益に為替差益233百万円を計上し、経常利益は895百万円（前年同四半

期比372.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は681百万円（前年同四半期比2052.4％増）となりました。

 
セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

①　ヘルスケア事業

ヘルスケア事業は、マレーシアでの設備の新設及び更新にも見通しが立ち、工場運営においても新型コロナウ

イルス対策を遵守しつつ、従来設備の稼働率の向上に努めました。また、インバウンド需要の回復は見込めない

ものの、ポリウレタン製コンドームを中心に輸出売上が堅調に推移しました。

この結果、売上高は2,151百万円（前年同四半期比5.0％増）、営業利益は832百万円（前年同四半期比25.3％

増）となりました。

②　プラスチック製品事業

プラスチック製品事業は、経済活動の正常化が進む中で、原油需要の高まりによる需給のひっ迫が広がり、原

油価格の高騰が続いています。このような原価高に対応し、生産性の向上を図る一方、事業の採算性を考慮し、

販売価格への転嫁を慎重に進めています。

この結果、売上高は570百万円（前年同四半期比1.3％減）、営業利益は34百万円（前年同四半期比15.7％増）

となりました。

③　その他

入浴・介護サービス及びその他の事業の売上高は103百万円（前年同四半期比0.4％減）、営業損失は39百万円

（前年同四半期は営業損失45百万円）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、機械装置及び運搬具の増加等により、前連結会計年度末に比べ931百万

円増加し、16,650百万円となりました。

負債合計は、短期借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ180百万円増加し、8,330百万円となりまし

た。

　純資産合計は、利益剰余金や為替換算調整勘定の増加等により、前連結会計年度末に比べ750百万円増加し、

8,319百万円となりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は1.7ポイント増加し、48.4％（前連結会計年度末は

46.7％）となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計

年度末に比べ149百万円増加し、1,624百万円(前年同四半期は1,597百万円)となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が895百万円、減価償却費が220百万円、仕入

債務の減少が225百万円、法人税等の支払額が167百万円あったこと等により、獲得した資金は512百万円（前年同四

半期は810百万円の獲得）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が244百万円あったこと等により、使用し

た資金は244百万円（前年同四半期は1,906百万円の使用）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払が107百万円あったこと等により、使用した資金は128百万

円（前年同四半期は1,139百万円の獲得）となりました。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めております。内容は、次

のとおりであります。

①　基本方針の内容

当社は、金融商品取引所に株式を上場している会社として、市場における当社株式の自由な取引を尊重し、特

定の者による当社株式の大規模買付行為であっても、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・

向上に資するものである限り、これを一概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大規模買付

提案に応じるかどうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えています。

但し、株式の大規模買付提案の中には、たとえばステークホルダーとの良好な関係を保ち続けることができな

い可能性があるものなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を損なうおそれのあるものや、当社

グループの価値を十分に反映しているとは言えないもの、あるいは株主の皆様が最終的な決定をされるために必

要な情報が十分に提供されないものもありえます。そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から

負託された者の責務として、株主の皆様のために、必要な時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉

などを行う必要があると考えております。

 
②　基本方針の実現に資する特別な取組み

1934年創業以来、当社に根付いた経営理念や長年にわたり蓄積された開発・生産・営業に関する技術・知識・

ノウハウ、取引先との協力関係、営業及びそのネットワークなど、当社の主力事業でありますヘルスケア事業や

プラスチック製品事業に対する深い理解や造詣が今後の経営においては、一層ますます重要になってまいりま

す。当社は変化の激しい現在の社会状況下、確固たる経営基盤とどんな変化にも対応が可能な体制を継続的に追

求してまいります。また、各事業の活動については経営の集中化及び効率化を進め、創造性の高い製品・サービ

スの供給に一層拍車を掛けて取組むことで、他社と差別化できる独自性を強く打ち出してまいります。一方、コ

スト面においてもその優位性を発揮すべく、日々改善の努力をしつつ、システム変更まで視野に入れた抜本的改

革にも着手いたします。グループ会社の経営に当たっても、グループ全体として有機的に機能すべく、グローバ

リゼーション戦略の実現を継続し、目指します。

創業以来の当社及び当社グループの取組みの積み重ねが現在の企業価値の源泉になっており、このような取組

みを通じて、企業収益の拡大を図ることにより、取引先、従業員等のステークホルダーとの信頼関係をより強固

なものにし、中長期的に企業価値ひいては株主共同の利益の向上に資することができると考えております。
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③　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組み

当社は国内外の機関投資家をはじめとする株主の皆様のご意見や買収防衛策をめぐる近時の動向、当社を取り

巻く経営環境の変化を踏まえて、当社株式等の大規模買付行為への対応策（買収防衛策）（以下、「本ルール」

といいます。）の継続の検討を行いました結果、有効期限が満了する2020年７月16日開催の第87回定時株主総会

の終結の時をもって、本ルールを継続しない（廃止する）ことを決定いたしました。

なお、当社は本ルールの廃止後も、当社株式等の大規模買付行為を行おうとする者に対し、株主の皆様が当該

行為の是非を適切に判断するための必要かつ十分な情報の提供を求め、あわせて当社の取締役会の意見等を開示

し、株主の皆様の検討のために必要な時間と情報の確保に努める等、金融商品取引法、会社法およびその他の関

係法令に基づき、適切な措置を講じてまいります。

 
(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は29百万円であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 43,740,000

計 43,740,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在発行数
(株)

(2021年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,937,449 10,937,449
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数100株

計 10,937,449 10,937,449 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

 発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

 資本準備金
増減額
(千円)

 資本準備金
残高
(千円)

2021年７月１日
から

2021年９月30日
― 10,937,449 ― 547,436 ― 681,385

 

 

EDINET提出書類

相模ゴム工業株式会社(E01095)

四半期報告書

 6/22



 

(5) 【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

大　跡　一　郎 東京都調布市 1,072 9.88

大　跡　典　子 東京都世田谷区 984 9.07

野村證券㈱ 東京都中央区日本橋1-13-1 659 6.07

㈱横浜銀行
神奈川県横浜市西区みなとみらい3-1-
1

536 4.95

MSCO CUSTOMER SECURITIES
（常任代理人　モルガン・スタンレー
MUFG証券㈱）

1585 Broadway New York, New York
10036, U.S.A.
 （東京都千代田区大手町1-9-7）

503 4.64

モルガン・スタンレーMUFG証券㈱ 東京都千代田区大手町1-9-7 489 4.51

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG
（FE-AC）
（常任代理人　㈱三菱UFJ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET
STREET LONDON EC4A 2BB UNITED
KINGDOM
（東京都千代田区丸の内2-7-1）

481 4.44

三菱UFJ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内1-4-5 410 3.78

BANQUE PICTET AND CIE SA
（常任代理人　㈱三菱UFJ銀行） 

ROUTE DES ACACIAS 60, 1211 GENEVA
73, SWITZERLAND
（東京都千代田区丸の内2-7-1） 

373 3.44

相模産業㈱ 東京都世田谷区成城2-34-13 324 2.99

計 － 5,835 53.75
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 80,300
 

完全議決権株式(その他) 普通株式 10,837,500
 

108,375 ―

単元未満株式 普通株式 19,649
 

― ―

発行済株式総数 10,937,449 ― ―

総株主の議決権 ― 108,375 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権の

数20個)含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式19株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
相模ゴム工業株式会社

神奈川県厚木市元
町２番１号

80,300 － 80,300 0.73

計 ― 80,300 － 80,300 0.73
 

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権の数10個)ありま

す。なお、当該株式数は上記「①　発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含まれており

ます。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、應和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,474,580 1,624,146

  受取手形及び売掛金 971,147 970,315

  電子記録債権 1,085,463 1,129,155

  棚卸資産 ※  1,570,887 ※  1,666,492

  その他 60,775 96,938

  貸倒引当金 △31,966 △30,545

  流動資産合計 5,130,888 5,456,502

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,423,450 3,517,172

    減価償却累計額 △1,517,026 △1,565,400

    建物及び構築物（純額） 1,906,424 1,951,772

   機械装置及び運搬具 7,948,809 10,952,889

    減価償却累計額 △3,893,332 △4,161,855

    機械装置及び運搬具（純額） 4,055,477 6,791,034

   土地 1,046,943 1,052,183

   建設仮勘定 2,785,640 602,899

   その他 250,625 258,742

    減価償却累計額 △198,263 △200,109

    その他（純額） 52,361 58,633

   有形固定資産合計 9,846,847 10,456,523

  無形固定資産 15,795 14,499

  投資その他の資産   

   投資有価証券 461,419 463,323

   繰延税金資産 170,435 164,801

   その他 97,439 97,675

   貸倒引当金 △3,274 △2,736

   投資その他の資産合計 726,020 723,064

  固定資産合計 10,588,664 11,194,087

 資産合計 15,719,553 16,650,590
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 192,099 200,017

  電子記録債務 214,084 221,057

  短期借入金 5,005,374 5,370,507

  未払法人税等 178,540 208,545

  賞与引当金 78,362 88,725

  その他 515,231 627,650

  流動負債合計 6,183,693 6,716,504

 固定負債   

  長期借入金 1,456,967 1,110,758

  役員退職慰労引当金 397,266 407,211

  退職給付に係る負債 100,452 85,384

  資産除去債務 5,381 5,381

  長期預り保証金 3,100 3,100

  その他 2,927 2,391

  固定負債合計 1,966,093 1,614,226

 負債合計 8,149,787 8,330,730

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 547,436 547,436

  資本剰余金 676,518 676,518

  利益剰余金 7,009,376 7,581,866

  自己株式 △35,455 △35,796

  株主資本合計 8,197,875 8,770,024

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 186,261 188,854

  為替換算調整勘定 △1,049,403 △896,314

  その他の包括利益累計額合計 △863,141 △707,460

 非支配株主持分 235,031 257,295

 純資産合計 7,569,765 8,319,859

負債純資産合計 15,719,553 16,650,590
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 2,732,028 2,825,583

売上原価 1,617,909 1,600,352

売上総利益 1,114,119 1,225,230

販売費及び一般管理費 ※  638,400 ※  571,607

営業利益 475,719 653,623

営業外収益   

 受取利息 544 643

 受取配当金 8,114 8,256

 為替差益 - 233,410

 作業くず売却益 4,525 4,370

 助成金収入 9,180 5,260

 その他 9,307 10,212

 営業外収益合計 31,671 262,153

営業外費用   

 支払利息 24,274 20,148

 為替差損 286,447 -

 持分法による投資損失 7,067 41

 その他 34 0

 営業外費用合計 317,825 20,189

経常利益 189,565 895,587

特別利益   

 固定資産売却益 0 26

 特別利益合計 0 26

特別損失   

 固定資産除売却損 3,676 471

 特別損失合計 3,676 471

税金等調整前四半期純利益 185,889 895,142

法人税等 173,293 201,413

四半期純利益 12,596 693,728

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△19,045 12,664

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,641 681,064
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 12,596 693,728

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 21,446 2,592

 為替換算調整勘定 △252,741 160,883

 持分法適用会社に対する持分相当額 882 1,804

 その他の包括利益合計 △230,412 165,280

四半期包括利益 △217,815 859,009

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △185,284 836,745

 非支配株主に係る四半期包括利益 △32,531 22,263
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 185,889 895,142

 減価償却費 207,781 220,586

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,208 △1,960

 賞与引当金の増減額（△は減少） 9,287 10,363

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △17,676 △15,305

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,945 9,945

 受取利息及び受取配当金 △8,658 △8,899

 支払利息 24,274 20,148

 為替差損益（△は益） 14,975 △4,090

 持分法による投資損益（△は益） 7,067 41

 有形固定資産除売却損益（△は益） 3,675 444

 売上債権の増減額（△は増加） 376,926 △25,207

 棚卸資産の増減額（△は増加） 96,990 △47,721

 仕入債務の増減額（△は減少） 257,396 △225,157

 その他 △47,073 △133,197

 小計 1,115,593 695,131

 利息及び配当金の受取額 8,653 8,899

 利息の支払額 △24,331 △23,608

 法人税等の支払額 △289,061 △167,926

 営業活動によるキャッシュ・フロー 810,853 512,496

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,892,118 △244,348

 有形固定資産の売却による収入 0 26

 投資有価証券の取得による支出 △175 △181

 無形固定資産の取得による支出 △12,093 △732

 貸付けによる支出 △4,000 -

 貸付金の回収による収入 1,954 310

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,906,432 △244,927

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 370,500 535,530

 長期借入れによる収入 1,400,000 -

 長期借入金の返済による支出 △524,650 △554,930

 自己株式の取得による支出 △81 △340

 配当金の支払額 △106,989 △107,947

 その他 851 △605

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,139,631 △128,294

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,405 10,290

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,647 149,565

現金及び現金同等物の期首残高 1,565,022 1,474,580

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,597,670 ※  1,624,146
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は、以下のとおりです。

 
(1) 国内販売

収益認識に関する会計基準の適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の国内の販売におい

て、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益

を認識しております。

 
(2) 輸出販売

輸出販売においては主に船積み時に収益を認識しておりましたが、インコタームズで定められた貿易条件に

基づき危険負担が顧客に移転した時に収益を認識する方法に変更しております。

 
(3) 販売手数料

従来、販売費及び一般管理費に計上しておりました販売手数料のうち一部を取引価格から減額する方法に変

更しております。

 
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は82百万円減少し、販売費及び一般管理費は82百万円減少してお

りますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益、利益剰余金の当期首残高に影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。)

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」(企業

会計基準第10号　2019年７月４日)　第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の感染症拡大の影響に関する会計上の見積り)

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期

等を含む仮定について重要な変更はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　※　棚卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

商品及び製品 479,174千円 374,170千円

仕掛品 394,321 509,048 

原材料及び貯蔵品 697,391 783,274 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

運賃 55,468千円 58,828千円

広告宣伝費 25,971  21,378  

給与手当及び賞与 162,859  166,236  

貸倒引当金繰入額 △5,208  △1,960  

役員退職慰労引当金繰入額 9,945  9,945  

賞与引当金繰入額 32,851  33,044  

退職給付費用 2,846  △61  
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

現金及び預金 1,597,670千円 1,624,146千円

現金及び現金同等物 1,597,670 1,624,146
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(株主資本等関係)

　前第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月５日
取締役会

普通株式 108,575 10 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

 
　当第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日
定時株主総会

普通株式 108,574 10 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ヘルスケア
事業

プラスチ
ック製品
事業

計

売上高        

 外部顧客への
　売上高

2,049,940 578,361 2,628,302 103,726 2,732,028 ― 2,732,028

 セグメント間
　の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 2,049,940 578,361 2,628,302 103,726 2,732,028 ― 2,732,028

セグメント利益
又は損失(△)

664,646 29,749 694,395 △45,524 648,871 △173,151 475,719
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、巡回入浴等のサービスや日用雑

貨品他を製造・販売しております。

２ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去と各報告セグメントに配分していない全社費

用が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ヘルスケア
事業

プラスチ
ック製品
事業

計

売上高        

顧客との契約　　
から生じる収益

2,151,499 570,732 2,722,232 103,351 2,825,583 － 2,825,583

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上
高

2,151,499 570,732 2,722,232 103,351 2,825,583 － 2,825,583

 セグメント間
　の内部売上高
　又は振替高

－ － － － － － －

計 2,151,499 570,732 2,722,232 103,351 2,825,583 － 2,825,583

セグメント利益
又は損失(△)

832,917 34,423 867,340 △39,322 828,018 △174,394 653,623
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、巡回入浴等のサービスや日用雑

貨品他を製造・販売しております。

２ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去と各報告セグメントに配分していない全社費

用が含まれております。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
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　該当事項はありません。

　

３　報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）に記載の通り、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「ヘルスケア事業」の売上高は81百万円減

少し、「プラスチック製品事業」の売上高は0百万円減少しております。なお、各セグメント利益又は損失に与える

影響はありません。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益 2円91銭 62円73銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 31,641 681,064

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益(千円)

31,641 681,064

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,857 10,857
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2021年11月12日

相模ゴム工業株式会社

取　締　役　会　御中

 

應 和 監 査 法 人
 

東京都千代田区
 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 澤　　田　　昌　　輝 印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 土　　居　　靖　　明 印

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている相模ゴム工業株

式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、相模ゴム工業株式会社及び連結子会社の2021年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
　

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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